
図2 プロセスチェックリスト（2択）の結果（n＝63）  

0％ 10％ 20％ ヨ0％ 40％ 50％ 60％ 70％ 畠0％ 90％100％  

間1担当者を決めましたか。 戯轍麗弧勤 11％％  
i   

間3年次計画の中に「健やか親子21」関連の榔業を■ 

盛り込みましたか。  16％2％  
l   

問6アウトカム指標（成果）の目標値を設乱ましたか∴膳攫開場  70％  6％  

間ファウトプット指標（事業量）の目標値を設定しましたか。凝嫁環ジ）顎磯  67％  6％  
L  

間10「健やか親子21」■東関連の予算を計上しましたか。噂激増掛繹揖紙鑑配鰭   40％  3％  
彙   

間13自分のジなどに取組を 
髄鍼頼経雄鳩掛澗   49％  Z％  
一  

間14健やか親宗認諾言ペ‾ジに僻経度醗照瑠  78％  2％  

臨はい いいえ 無回答  

図3 プロセスチェックリスト（5択）の結果（n＝63）  

0％10％ 20％ 30％ 40％ SO％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

問2「健やか親子21」の推進について活発に検討やi線論を  

行いましたか。  

問4取組む．Jヒ題を明確にしましたか。  

問5課臨を達成させるための方策（事業）を明確にしましたか。   

問86およぴ7の指棲についてのモニタリング（データを収集する）  

システムはありますか。  

洋間14％ ．40％  
［  

閻 24％ ▼24％ ■辺11％5％  

捌 24％  25％・■琵■11％％  
l  

閻10％16弥毘  49％   5％  
l  

問9定抑に取組の評価を行い乱たか。椚19％＼17鰍り■田 30％ 5％  
l  

問11「健やか親子21」関連の研究事業などに参加し乱たか。閻11％，∧きご1】～㌣力線「ミンく’；匹匪  33％ 6％  

i  

問12他の酬や錮との連携を剛ましたか。悶 21％ ∴庖％‾’■劉欄■13雅％  
さ  

し5よくできた 4 3 ■2 1できない 無回答  

○ これらの結果は、事業に積極的に取り組んでいるが、その評価や連携が必ずしも   

十分に行われているとは言えず、また、情報の発信も活発には行われていない可   

能性があることを示唆している。事業の評価が行われていないことが多い背景と  

しては、目標は定めているものの、いつまでにという期限が必ずしも明確にされ  

ていないことが考えられ、目標値を設定する場合には、期限を設定し、評価を行  

うようにしておく必要がある。  

18  

．．ど′   



（2） 事業実績について  

○ 第1回中間評価と同様に、団体が主催して行った「帖やか親子21」に関する事   

業実描と、他団体と連携（共催）して行った事業実縞をそれぞれ調査した（蓑2）。  

表2 健やか親子推進協議会の事業実績  

主冊■ト某  連携事箕  

第1回中間評価時  

（平成17年）  

第1回中間評価時  

（平成17年）  

1．リーフレットパンフレン  

2．相談事業（●心諸相荒炎など）の延べ件 数  
3．大会などのイベントの相和  

4．研修会・講習会の柑筆  

5．委H会・協喜蒜会などを持っているとし  

会などの  

7．調香研究¶Ⅹ  

○平成20年厚生労働科学研究椚相場（特別研究・は）「助庁師と産科医の協仰の推進にl則する研究」  

○平成20年ことも未来財団「妊娠・出甘の安全性と快適性称保にl黒ける調布研究」において、授乳・盛絹Lの支援ガイド   

の周知状況、母乳門児実態所調れ出産正徳の母子緒触のあり方にl粧する調升   

○ 平成20年「小児保根活勅への取組調茄、小児勅ユの地域における役■剖、季節性インフルエンザ対策と   

新型インフルエンザ対策調布」他148件  

8．ガイドライン，手引き．マニュアル等の作成  

○ 平成20年『1引裾引巌学校において医妨的ケアを実施するイi誠師のためのガイドライン』  

○ 小冊子「保習鼠における恨やか  鬼子21の実践  改訂版 2008他30件  

9．混言や要γ．1：の提出等恨戊政策へのほl与  

インフルエンザ（HIN12009）に  して インフルエンザ脳症に  

（3） インタビューー‖J】－】けたについて  

○ 取組状‖．ノ）把打と今緩5年川〃目付左・効果l′】勺に．i一之ン上するた、、7）に、6団体に対して  

インタビュー訓査を箕栴した。その中の具体的な目丹を捏示した「1叩くの例を示す。  

・日本小児科医会  

＞ 「こどもの心」相談医1500名（2014年仙）  

＞ 第2瑚MRワクチンj■掛沌ヰ95％（2014年値）  

・日本助席師よ  

＞ 助産師による思春期指導のさらなる拡大と評価の実施。  

＞ 新生児詰F．1り、産後ケア′こ1羊、勅産師による花彼女才糾〕拡大万座】る。  

＞ 成人女性への性の他用言枯座、婚前紺座の開催等、助産師による躇前支援の拡  

大を図る。  

＞ 子音て、孫石て紺座の刷＝作、相談阜業等、助正価による子ffて支援の拡大を  

図る。  
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2） 地方公共団体の取組状況について  

○ 地方公共団体を対象に「健やか親子21」の取組状況についてアンケート調査を  

行った。回収数（率）は、47都道府県（100％）、85政令市・特別区（95．  

5％）、1705市町村（96．1％）であった。（参考資料3）  

O 「健やか親子21」計画単独又は、他の計耐の一部として中間評価を実施した都  

置府県や政令市・特別区は7割を超えていたが、市町村では5割程度にとどまっ  

ていた。  

O 「健やか親子21」の推進状況やその課題について、住民や関係者と協議を行っ  

ている都道府県や政令市・特別区は7割を超えていたが、市町村では5割程度に  

とどまっていた。  

○ 都道府県、政令市・特別区、市町村において、「健やか親子21」の推進の担当者  

が、次世代育成支援行動計画の策定に携わったり、意見をしている割合は高く、「健  

やか親子21」と次世代育成支援行動計画は連携して取組が進められていること  

が示唆された。  

O 「健やか親子21」や「子ども・子育て応援プラン」に盛り込まれた個別の施策  

で、 都道府県、政令市・特別区、市町村において、 平成21年度に、8割以上  

取り組んでいるとした項目は、以下のとおり。  

・ 都道府県  

＞ 人工妊娠中絶、性感染症、薬物乱用問題に関する取組の推進  

＞ 産科医師の確保・育成  

＞ 助産師の確保・育成 他6件  

・ 政令市・特別区  

＞ 人工妊娠中絶、性感染症、薬物乱用問題に関する取組の推進  

＞ 満足できる「いいお産」について妊婦・パートナーが学習できる母親学級の  

見直し  

＞ 妊娠期から産後までの継続した支援体制の整備 他8件  

・ 市町村  

＞ 生後4ケ月に達するまでに新生児訪問や乳児健診のいずれにも接触のなかっ  

た全乳児の状況把握  

＞ 育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査の実施  

＞ 子どもの生活習慣の改善についての幼児健康診査の機会を通じた取組  
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○ 一方、取組が3割以下であった項目は以下のとおり。ただし、／生務が一般的に当  

該地方公共団体のものとは考えられないものは除く。  

・ 都道府県  

＞ 授乳室の設耶等授乳しやすい環境づくりの促進  

・ 市町村  

＞ 満足できる「いいお産」について医療構閲等と連携した取組  

＞ 医埴摘関守関係機関・団体と辿粧した取組の推進  

＞ 休日畦診の」佳進′■草乳児健康診査受－；＞率の向上  

＞ 子どもの生活習惧の改善についての学校における定期健康診断の機会を通じ  

た取組  

3） 国の取組状況について  

○ 国の総合的な推進に潤する取組としては、「惟やか柚子21」全国大会の閃肺（年   

1回）、「■帖やか■祝子21」公式ホームペーージの括川‘二享による普及ノ普発を行ってい  

る。（▼ち三＝t－ぅ‾閂料」）  
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Ⅳ 今後の取組について  

1 指標等の見直しについて  

1）新たな指標等について  

○ 朝食の欠食は午前中の活動に必要なエネルギーの不足に加え、1回の食事の摂取  

量が多くなり、過食につながる可敵性があることが指摘されている。また、健康  

日本21においては、欠食の始まりが「中学・高校生頃から」という者が多く見  

られたことから、中学・高校生の朝食の欠食率の目標値を「なくす」としている。  

第1回中間評価において、新たな視点として加えた食育の取組を更に推進すると  

ともに、子どもの朝食の欠食に対応することが重要であり、第1課題の「保健水  

準の指標」に「朝食を欠食する子どもの割合」を加える。なお、健康日本21に  

おける目標値を踏まえ、「朝食を欠食する子どもの割合」の目標値は「なくす」  

とする。  

○ 健やか親子21の取組において、 マタニティマークをとおした「妊産婦にやさし   

い環境づくり」を推進するため、平成18年3月にマタニティマークのデザイン  

を発表した。この取組のより一層の推進を図るため、課題2の「住民自ら行動の  

指標」に「マタニティマークを利用して効果を感じた母親の割合」を加える。こ  

の指標の意味には、マタニティマークに対する認知や支援を必要とする妊産婦に  

対する周囲の配慮が含まれていると考えられる。第2回中間評価時の直近値が3  

5．5％であり、目標値は「50％」とする。  

○ むし歯は、ネグレクト等の虐待を早期に発見するための重要な指標となり得る。  

第3課題の「保健水準の指標」である「3－7 むし歯のない3歳児の割合」を  

第4課題の「保健水準の指標」にも加え、取組のより一層の拡大を図る。  

○ 新たに加えた指標とこれまで未達成の指標の改善に効率的かつ効果的に取り組む  

ため、これまでに達成又は完了した以下の指標は参考の指標に整理する。   

・2－7 正常分娩緊急時対応のためのガイドライン作成   

・2－11 不妊治療における生殖補助医療技術の適応に関するガイドラインの  

作成  

○ 小児の在宅医療支援に関する行政・関係機関の指標である「慢性疾患児の在宅医療   

の支援体制が整備されている市町村の割合（3－22）」について、「在宅医療の支  
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援体制」の定義が明確ではないことから、以下のとおり指標の内容をより具体的に  

記載するく。  

・3…2 2  

（旧）慢性疾患児等の在宅医療の支援体制が整備されている市町村の割合  

（新）患児に看護サービスを提供する訪問看護ステーションや患児を一時的に預  

かるショートステイを盟補している政令市・特別区及び市町村の割合  

2）今後充実すべき其†イ沌勺な取組方策の側について  

○ 新たな指1プこ■ミとするまでには至らなかったものの、今後5年間に充実すべき具体的な   

取組方策の例が学げられた。これらについては、「健やか親子21検討会報告書」   

の「取組として二考えられる≠項の例」（肌3一■f■仰2節、表3～表6）に加えて、推   

進していくことが望ましい。今回追加した異性的な取組方策や特に強調された取組   

については、表中に下綿で示した。  

今後充実すべき具体的な取組方策の例  

表3 課題1 思春期の保健対策の強化と健康教育の推進  

主な推進主体  具体的な取組方策の例  

ー ー巴、森川レ）子どもに対する応手′ニが適切にできるよう舅カ  

ー  思′糾明の身イ仰勺・心理的な発辻状況を理仰し、思春期の子どもの行  

動をイlモうh軋粗として二‡け止ーゾ）フ：）地場づくりのために努力  

国民（住民）  

地方公共団体  ー  学校保腱推進体制の元矢   

・±うごヰ細川亡妻iノーしニ：の川川‘（‘｛ノ州二進と活性化   

・偉仰主車の・■‘’＝「〔〟ノ向上   

・放Jlう■）、・．itt二事．t一土鉦；lj，l、学校栄正職員、学校医、学校苗科医、学校藻屑」  

師の学校保他にⅣける1‘′げての向上  

一 字校における教・lノf内容の充リミ・強化   

・学校内甘jlいこよる他用教1ノfの推進体制の照備   

・性敷石の碓井（生命丹巾、軒振出琵・避妊、性感独症等）   

・喫煙・欧洒防止教肯を含む張物乱用防止教育の推進   

・性教肯・献物乱用防止教・lノfについての学校内外の専門職の活用の  

推進  

一  学校医、学校苗科医、学校薬剤師の活動の充実  

一 学校の相談機能の強化  
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・教職員の相談活動の充実  

・スクール・カウンセラーの配置の推進  

・保健室等の相談活動の機能の充実（養護教諭の複数配置の充実を  

含む）  

一 地域保健福祉（市町村・保健所・精神保健福祉センター・児童相談  

所等）と学校保健、医療機関、関係団体等との連携強化  

・専門職の派遣の推進（性・感染症・薬物等）  

・学校保健委員会等への参加推進  

・PTAミ草と辿携した家庭における思布期学習の推進  

・思春期の聞題に関する本人や家族の相談体制の充実・強化  

・ボランティア体験学習等の受け入れ  

一 子どもに悪影響を与える有害情報の問題への取組の推進   

国   －  け生労働省と文部科学省の連携の強化により地方公共団体が活動し  

やすい体制づくりの推進  

一 性教育・薬物乱用防止教育、心の問題等への対策マニュアルの作成  

一 国立成育医療センターにおける児童・思春期精神科の充実  

一 課題解決の基盤を整備するために研究活動を推進  

・十代の自殺の要因等の分析  

・十代の人工妊娠中絶の減少、性感染症の増力ロの背景と考えられる若  

者の行動要因の分析   

専門団体   ー 思春期専門の外来・病棟等の整備  

一 児童精神科医師の確保・養成  

一 地域の専門家や学校の連携をもとにした効果的な性教育や健康教育  

の方法の検討  

一 思春期の心の健康や性の問題に関する研究の推進  

一 思考期の心身の保健に関する市民講座への協力  

一 産婦人科医や小児科医が日常診療において、思春期の心の問題に着  

目した対応の推進   

民間 団体、   ー NPOや関係機関等が連携した食育の推進   

NPO、企業   一 思春期の問題への相談体制整備や情報提供の推進   

等   一 若者委員会の開催  

－ ピア（仲間）カウンセラーの育成や、ピア（仲間）カウンセリング  

の実施  

－ マスメディアの良識に基づく有害情報の自制の促進   
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表4 課題2 妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保と不妊への支援  

主な推進主体   具体的な取組方策の例   

国民（住民）   ー 娃産帰や不妊の夫婦にやさしい社会の実現を図るために努力  

一 働きながら出産でき、再就職が可能な社会の構築、父親が育児に気  

軽に参加できる企業風土の育成にう子力  

－ ひとり規、若年妊婦、病欠や障′．盲デを持った人の妊娠・出産に対して  

の支援にむけて努力  

－  バースプランの活用等による主体自勺な出産のために努力  

一 妊娠の早期届け出、妊婦腱診の受診等による安全な出産のための努  

力  

一  妊甚鋸にやさしい燭境づくりのために努力   

地方公共団体   一 保鯉所・市町村保健センターと医帖機関との連胱強化  

・医師・用品㈹・保腱仰の1仁」り川勺なカンファレンスによる情幸艮交換  

のj■作進  

一 妊産婦に触しいfl－i坑づくりの推進  

・職場や公共施設′串け眈縄の推進  

・妊娠バッジ等マタニティマークの普及啓発  

一 都道府県における周産爛医頼ネットワークの盟備  

ー 産裾腸のホームヘルプサービスの提供の維進  

け件嗅丑や障Lを持つ親や社会的ハンデキャップを㍑つ親の出産に  

；  関する支接   

阿   

席料■匡、勅祀帥確保に向けての取組  

（地域の状況把」屋、産科医・勅座師の就労支抜、女性医師の就労支援   

竿）  

母子同室や居住型分娩施ぷ¶の快油な妊娠・出産を支援する韮盟の  

■情仙  

職場における仰山く女性の艮性煤満満潮の推進  

・母′性腱Ll描；州指う∴・．車項迅絡カードの普及  

妊娠・出花・生姉補助国－1くにけこける調査・研究の推進  

国立成育医咄センターにおける生姉補助医癖技術を使用した医療休  

制の一県†常  

人′芋病Iil呈′引こおける院内助花施．役■惰備の促進  

存児期の稚拙の†津川づくりのための帖肛捉供（家旅．汁両に関する帖  

捕捉供、他律診断の受診等）  

妊娠中の口腔触診に関する一けf朝‡是供  
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ー 妊娠・出産の満足度の客観的評価方法の開発  

一 利用者と専門家双方による「いいお産」のためのバースプランの作   

成とそれに基づく実践・評価の推進  

一 母乳育児推進のための体制の確立（母子同室の推進、ガイドライン   

作成等）  

【産婦人科関係専門団体】  

一 産婦人科医師の確保及び適正配置と活動実態の継続的調査  

一 女性医師が働きやすい環境の整備  

一 施設のクォリティ・コントロールとEBMに基づく産科医療の推進  

一 分娩のQOLの向上  

一 産後うつ病を含む産科医療における心のケアの推進  

－ ガイドラインの作成（正常分娩対応、不妊治療）と普及  

【看護関係専門団体】  

一 助産師の確保及び適正配置  

一 嘱託医療機関との連携による母体搬送システム並びに新生児搬送の  

確立  

一 助産師活動のためのガイドラインの作成  

一 妊娠・分娩・産裾におけるメンタルヘルスケアを行う看護職の育成  

ー 妊娠・出産・産裾・不妊に関する相談・カウンセリング等の支援の  

推進  

－ 「いいお産」に向けての、既存の研究成果を踏まえた具体的な環境  

づくり  

－ 職域を通じた母性健康管理の環境整備（妊娠・出産に関する一連の  

情報提供等）  

民間団体、  

NPO、企業  

等  

表5 課題3 小児保健医療水準を維持・向上させるための環境整備  

主な推進主体   具体的な取組方策の例   

国民（住民）   一 事故防止対策、予防接種を家庭や地域において推進するよう努力  

ー 小児の疾病と健康診査及び治療についての理解を深め、適切な小児  

医療機関の利用に努力  

一 障害や疾病を持つ子どもに優しい社会の構築に努力  

一 妊娠中や育児期間中の両親の禁煙の推進   

地方公共団体   一 保健所・市町村保健センターにおけるSIDS予防・事故防止対策  

の推進  

・小児の事故防止についての多分野の関係者による対策の推進   
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・保健所等における事故防止センターの設置と事故事例の分析、情  

報提供の推進  

ー 病児・病後児保育串業の推進  

一 予防接和センターの整備  

一 自治体立の臨床研修指定病院における小児科・新生児科の研修の推  

進  

一 地域における小児科医師彿保対策の推進  

ー 初期、二次、三次の小児救急医癖体制の整備  

一 小児の三次救ユ、医痛拠′・∴ミの・情帖j  

腺性疾患児に対する取組の推進（院内学級・院内保育士の配閏、学  

佼の取組独イヒ）  

一 地域母子保凧＝り■三水彿ノ）量・門の維持向上  

ー  むし附駆虫ヰの∴iい地域における効果的なむし歯予防対策の抑進   

国   
ー  
障パ県の早期発見と妬1ノf体制の照備  

一  小児「割lト小几トklこけ一三帖f仰り・甘仙のための支援  

．抄毎朝酬＝こ」一；ける小児医頼休制の充実  

一  匹ツ吾】；の午前教相こJ5けjl小児科教育の充失  

－  

ナ防」■か伸にmする凸及石乍発・パンフレット≠の作成  

一 車故防lヒガイドラインの作成  

一 国立成子デ医損センターにおける′」、児医療体制の盤備  

仙  乳幼児腱．，タの今後の一【1）り方山植討（発達障1∴子どもの虐待への対  

応写）  

ー ＿工主軸心のl「川昨ノ＝L ＿ 

リ」・二1】即甘伸   一 妊娠－いハ適正†1：尭生活や休車It理、禁他についてのノ普発  

≧   一  口腔ケアを通じた純子W射ノ〕上接  

【小児科・折⊥県科≠附＝－二l用司休】  

ー 小児科医師の碓保  

一  女性「引怖が佃きやすい肛揖の照備  

一  新生児管理の向上  

ー 施ぶのクォリティ・コントロールとEBMに基づく小児医療の推進  

一  保＝lノ津川l、ミ託匪・郷晰・拍匠・刊：交医としての協力強化  

ー  侃．≠昔への小児医頼受．i〉マニュアルの作成  

ー  小児陳軋（孔カ」県他用診洒、予随接種、乳幼児健収支接一時預かり  

小葉′こ草）に付すろ協力リ狛ヒ  

【丘淵封イ射≠門川休】  

一  石誰職への小児に潤する1軒鮒勺な教育の推進   
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一 小児に対応した訪問前護ステーションの設置促進   

民間団体、   一 慢性疾患を持つ子どもの家族の支援   

NPO、企   一 慢性疾患患児の家族の宿泊する施設の整備   

業等   － サマーキャンプ等による在宅揖児の集団指導の推進  

一 病気相談・カウンセリングの推進  

一 事故防止の啓発の推進  

一 事故防止のための宜屋づくりの推進   

表6 課題4 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減  

主な推進主体   具体的な取組方策の例   

国民（住民）   一 子育てする親に優しい社会の実現、親を孤立させず親の育児負担を分  

担しあう地域の実現のために努力  

ー 父親が育児に参画でき、母親が働きながら育児できる社会構築のため  

に努力（育児休業の取得の推進等）  

一 子どもの生活習慣改善のために努力（早寝早起き、朝食摂取、家族揃  

って食事、テレビ視他時間の短縮等）   

地方公共団体   一 法子保健連絡協議会等住民参画の会議の開催  

－ NPO等を対象とした研修会の実施  

一 妊娠届出・母子健康手帳交付′寺の機会を通じて体系的な育児支援情報  

を提供  

一 専門職（児童精神科医師・助産師・カウンセラー等の雇いあげ）によ  

る育児不安対策の推進  

一 地域との連携における心理職の活用  

一 育児支援につながる心の問題に留意した妊産婦健康診査・乳幼児健康  

診査の実施  

ー ハイリスク集団に対する周産期から退院後の継続的なケアシステム  

の構築（訪問指導等）  

一 子どもの心の問題に取り組むための関係機関・民間団体との連携の推  

進  

一 地域における母子保健活動での子ども虐待予防対策の展開  

・市町村事業（健診等）や都道府県事業（精神保健・アルコール対策  

等）と育児不安や虐待問題等をリンクした活動の推進  

一 子ども虐待に対応するための人材確保、専門職の技術向上、要保護児  

童対策地域協議会の整備等子ども虐待対策の推進  

一 子ども虐待に関する啓発と地域住民によるコミュニティ再構築  

一 親と子が気軽に交流・相談しあう場の設置や、子どもの一時預かりの   
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推進  

一 育児に関する相談窓口の設置とサポートネットワークの構築  

一 母乳育児推進と授乳しやすい環境づくりの促進   

国   一 健康診査におけるスクリーニング手法の開発（育児不安・子どもの心  

の問題、産禍期のうつ病）  

「 マニュアルの作成（母子保健における子ども虐待の予防・早期発見・  

虐待！j細■jへの対処法）  

一 育児支援を目的としたガイドブックの作成  

一 国立成育医臆センターにおける子どもや周産期のメンタルヘルスへ  

の対応   

専門団体   一  推科・小児科医晒の親子の心の問題に対応できるためのカウンセリン  

ヨ   
グ槻能の向上  

i 一  
小児科医や〃市川神科医彗で子どもの心のl且拙に対応できる守門家  

－  の養成・稚保  

－ プレネイタル・ビジソトによる産科医と小児科医の辿批の促進  

岬 小児科医の他絨関との辿」共による育児不安の軽減と支援  

廿」′明細川邪紅甘い保腱仙、助ル師、′れ．．射帥、甘北教．さ111〕、保育士、教員  

等）ヘリ）母子の用神佑虹㌣廿＝こついての学習機会の捉供  

【 口腔ケアを通じた子ども虐待の早期発見  

ー 占与待和．淡対応の充実   

民間団体、   ー  NPOや関係叛閏でが地肌した．仕育の推進   

NPO、企   「孤立した純子」を作らないたげ〕の他1）・Eでの取組   

二井′・立  
1二．」・   一 子どむ車待防止の活動の推進  

一 首ルイニ安リノ相．L長・カウンセリングの推進  

一  地域ノ」子宥て支緩への医師、イ肘律「畔′こ草の手加  

－ Nl）0′十住民組織による石児支抜の・推進  

一  幼児期からの外遊び等体を仙かすう劉・L【〔づくりの推進  

一 企業による附きカの仙1上しの川進   

ニi）＝け情の再ぷ定tlいて  

⊂〕．汁両策定叫には牛次雄揮が必ずし亮明怖ではない′昔の州‥】に上り、用瀬り刃十性情  

な目研伯を明示せずに「州ノ肝仰向」又は「減少帆■′・り とされているものについて、  

可能な限り、以下の考え方により2014年（さ】（成26年）までの目律佃を再．投   

1上した。   

・市町付単位で．測点をノミ施しているもの（2－12、3－19、4－3、4－4、  

29   



4－5、4－7、4－8、4－11）については、「増加傾向」は、数値の上位  

から四分の一の市町村の数値、「減少傾向」は、数値の下位から四分の一の市町  

村の数値  

・十代の人工妊娠中絶実施率については、1995年以降に上昇した以前の1   

0年間の平均水準で設定（1－2）  

・2010年度（平成22年度）からの子ども・子育てビジョン（新たな少子化  

社会対策大綱）において、施策に関する数値目標として掲げられた項目と同様   

の項目については、両者を一体的に推進することが効果的であるという観点か   

ら、同一の数伯目標（2－9）  

○ 評価の結果、ガイドラインが策定され、すでに目標を速成した指標については終  

了とし、娘終的な評価の際には、達成した目標として評価。（2－7、2－11）  

一方、目糟は達成したが、引き続き、取組が重要と思われる指標については、目  

標値の維持（3－16）  

「課題1思春期の保健対策の強化と健康教育の推進」の指棟の直近値及び評価  

「課題2 妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保と不妊への支援」の指標の直近値及び評価  

指標   策定時の現状値   直近値   目標（2014年まで）   

【行政・関係団体等の取組の指標】   

2－7 正常分娩緊急時対応のための   「助産所業務ガイドライン  達成した指標→参考の   
なし  

ガイドライン作成  2009年改定版」策定   指標とする   

60か所  

都道府県（47か所）  
2014年までに全都道府  

2－9 不妊専門相談センターの整備  18か所  

指定都市（7か所））  県、指定都市、中核市   

※同一都市2か所あり。  
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中核市（6か所）  

「体外受精・胚移植」  

2－11不妊治療における生殖補助医   に関する見解」及び   
達成した指棟→参考の  

改訂等の予定なし  

の作成   
指標とする   

精と精子提供」に関  

する見解   

【住民自らの行動の指標】   

2－12出産後1か月時の母乳育児の  
44．8％   48．3ワ○   旦些   

割合（4－9再掲）  

2－13マタニティマークを利用して効  
35．5％   

星を腰じた母親の草地  

「課題3 小児保健医臍水準を維持・向上させるための環境整備」の指標の直近値及び評価  

指標   策定時の現状値   直近値   目標（2014年まで）   

【住民自らの行動の指標】   

3－16 6か月■までにBCG揉川を終了して   6か月までに搾細した椚の：i．、Il   

いる弔の割合  86．60。＊＊  合二96．肌   

‥1歳までに持伸した  95D。を維持  
＊結核予防法改正に伴い「1歳」を「6か  

市の∴叫合   
（1歳までに接伸したホの馴   

月」に変更  台：99．00い）   

【行政・関係団体等の取組の指標】  

3－19事故防止対策を実施している  3～4か月児健診  
3～4か月児健診  3～4か月児健診46．7％  

市田ー村の割合  

32．即ム  旦亘塑  

1歳6か月児健診  1歳6か月児健診  

2臥6Dム  旦旦塑   

と些し箪埋草毒隻ステーションやショー  

土ろ亘±を撃償ヒ型±る＿自造埜旦艶貪  
16．7？0   17．30。（309／1790）   100？占   

※指標の内容は修正したが、目標値は変  

更せず。  

「課題4 子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減」の指標の直近値及び評価  

策定時の現状値  目標（2014年まで）  
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2 今後5年間の重点取組について   

○ 各指標の直近僻の結果を見ると、第1回中間評価時に改善した指標のうち、その  

多くが引き続き改善傾向にあることが明らかとなった。しかし、直近値と第1回  
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中間評価時を比べて、改善していない若しくは横ばいのものがあり、2014年  

（平成26年）まで、以下の項目について重点的に取り組んで行く必要があると  

考えられる。  

1） 思春期の自殺の防止を含む子どもの心の問題への取組の強化  

○ 思春期の自殺率は上昇を続けており、その原因となっていると考えられるうつ病   

等の精神疾患の早期発見・早期治療や、学校問題を解決するための学校における  

児童の相談体制の強化が必要である。  

○ 子どもの心の問題に関する課題が指摘されているが、それに対応できる医師は十   

分に確保されていないと考えられる。子どもの心の診蜘こ専門的に携わる医師を   

j一室成するためには、専門研修施設や指きざナ医の確保や専門性を活かせる保健医療機  

関の整備が必要である。  

2） 産婦人科医師、助産師、新生児科医師等の産科医疲・周産期医療を担う人材の  

確保  

○ 産婦人科医師の数は、近年、減少傾向にあったものの、平成20年に増力ロに転じ、   

減少傾向に歯止めがかかった。今後、増加傾向が続くよう引き続き人材確保に取  

り組む必要がある。新生児科医師（NICU専属医師）の数は増加しておらず、  

人材確保により一同、努めることが必要である。しかし、これらの医師の基成に  

は長い時間を要するため、まずは少ない人材でも円γ削こ花科・用産憫医療が運営  

されるよう、妊婦が鯉肘こ妊娠・出産を迎えられるよう支援していく必雫がある。   

具体的には、早産の防止、妊婦の適切な栄丸損取と体重増加、家庭内での禁煙の  

徹底、早期の妊娠届出、妊婦健診の梵．i今、医付従小者≠の適切な津批等を推進し  

ていく必要がある。  

○ 煙生労働省の第6次看誠職員1i■．諸含見通しによれば、平成22年の需要見通しと供  

給見通しの差はマイナス900人となっており、桁生行政部告例に基づく助産師   

数は増力ロ傾向にある。しかし、関係学会・団体等が考えている必要な助産師数か  

らはかけ舶れた状況にあり、助産師の養成の推進が求められている。また、産科  

医療に胱わる助産師を確保するために、潜在助産師の発掘や他科に勤務する助産   

師を産科に呼び戻すこと、施設による助産師の偏在を解消することが必要である。  

3） 全出生故に占める低出生体重児の害り合の低下に向けた取組の強化  
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○ 近年、低出生体重児の割合は増加傾向にある。低出生体重児については、成人後  

に糖尿病や高血圧等の生活習慣病を発症しやすいとされている。低出生体重児増  

加の要因としては、早産、多胎妊娠、妊娠前の母親のやせ、低栄養、妊娠中の体  

重増加抑制、喫煙等の因子が報告されており、これらの改善に向けて重点的に取  

り組む必要がある。  

4） 子どもの虐待の防止対策の更なる強化  

○ うつ状態、母子健康手帳未交付、妊婦健診未受診等の子どもの虐待のハイリスク  

要因を持つ妊娠期・周産期の母親を早期に発見し、子どもの虐待を予防するとと  

もに、子どもの虐待を発見した場合には、要保護児玉対策地域協議会（子どもを  

守る地」成ネットワーク）を中心にして適切な保護や支援を行っていく必要がある。  

そのためには、各種の母子保健事業や乳児家庭全戸訪問事業等を重点的に取り組  

む必要がある。  

○ 特に、子どもの虐待による死亡は、他の年齢と比べて、0歳児に多く、望まない妊   

娠、産後うつ等の影響が指摘されており、子どもの虐待による死亡数を減少させる   

ために、妊娠以前から出産後育児期に至るまでの連続した支援が必要である。  

3 今後の推進方策ヒついて   

○ 今後、健やか親子21の計画期間の終了までに、特に以下について特に配慮するこ  

とが必要である。  

1） それぞれが積極的に参画する意識  

○ 直近値結果では、第1回中間評価以降、多くの指標が改善していることが明らか  

となった。今後も引き続き健やか親子21を推進し、21世紀の母子保健の課題  

を郁決するためには、一人一人の国民はもとより保健・医療・福祉・教育・労働  

等の関係者、関係機関・団体がそれぞれの立場から寄与することが不可欠である  

と再認識し、母子保健の改善のために自らできることから行動に移すことが必要  

である。  

2） 相互の連携強化  

○ 第1回中間評価において、平成18年以降の推進方策として、①地域保健・医療・   

保育所・学校保健との連携、②都道府県と市町村の連携、③協議会の連携、④N  
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PO等地域における身近な支援者と地方公共団体、協議会との連携について、 4  

つの連携強化の視点が示され、地域によっては保健と医療が連携し、母乳栄養率  

を高める取組の報告や、健やか親子21ホームページ取組のデータベース検索に  

よると、NPOと連携し、子育て支援の取組が行われていることが報告されてき  

ている。  

○ 母子保健のさらなる向上のために、関係者、関係機関・団体がそれぞれの役割を  

再認言哉するとともに、相互の辿批が不可欠である。例えば、子どもの直待防止対  

策には、発生予防から自立支援に至る切れ目のない和一亘仲的な支援が必要とされて  

おり、保健、医療、福祉等の関係者や関係機関・団体が、虐待という一つの課題  

の解決のために址携した取組が求められている。相互の連仇は、それぞれの役割  

を発揮して、最大の効果をあげるために不可欠なものである。  

3） 行政の取組の方向性  

○ 地方公共団体の収組状況の胡座結果によると、政令市・特別区と比べて市町村の  

方が、中間評価が実施されていない、住民や閲イ系者と脇．子j－こを行っていない等の割  

合が高く、市町村の健やか親子21に関連する母子保健活勅が地方公共団体の中  

では相対的に低調であることが示唆された。  

○ 市町村の鮎やか桃子21にじ引・とする母子保腱括仙が比較的低．さ周である理由を精査  

する必要があるものの、市町村の粒子イ甘腱■」i二竿の実値や保腱指付のデータを集約、  

評価し、それをもとに市町村自らが具体的な改善搬を実行していく仕組みを検討  

する必要がある。  

4） 依託会の取組の方向性  

○ 協誠会の参加団体は、それぞれの団体の使命そのものが母子保姫の向上に草する  

ものとなっていることが多く、また、幹二幸会を中心に、団体間の情報交換や、連  

況してシンポジウムを開催する等の成果を上げている。一方で、協議会の設立か  

ら9年という年月が経過し、事業実紡のうち辿携小二：1引こおいて第1回中間評価時  

の実績を下回る取組があり、やや活動が停滞している可能性がある。そこで、課  

題ごとに、健やか親子21の今後5年間の重点取組や指棋の達成状況を踏まえ、  

重点計裾を定め、取組の方向性を明細にすることが必要である。また、健やか桃  

子21に粧挿的に取り組んだ団体に対して、東門㈲度を創設する等、参加団体の  

取組を活性化する方策を検討することも必要である。  
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○ 健やか親子21の関連の取組への参加意識を高めるため、協議会の参加団体が健や   

か親子21シンボルマークを使用する際の基準を変更し、その使用を促進し、参加   

団体の活動が健やか親子21に関連する取組であることを明確にする。  

5）母子保健情報の収集と利活用  

○ 第1回中間評価時において、母子保健情報の収集と利活用に特に配慮することが  

慕要とされたが、これらの母子保惟‾・拝菜の実態を先約評価し、改善に向けて支援  

をするための仕組みの構築には至っていない。  

○ 母子保健事業の企画、実行、評価を適切に行うため、母子保健情報の収集、分析、  

活用の仕組みを構築する必要がある。具体的には、第2回申間評価のために、厚  

生労倒科学研究「健やか親子21を推進するための母子保健情報の利活用に関す  

る研究」（主任研究者：山県系然太朗山梨大学教授）におい て実施した「親と子の健  

康度調査」を定期的に実施することや、日常の母子保健活動で得られた情報を全  

国規模の統計として集約し、その分析結果を都道府県等へ還元する方法について、  

今後検討することが必要である。  

○ 妊娠届出時や乳幼児健診で収集している情報と先に述べた調査で得られた情報を   

合わせて、地域比較分析や経年比較等を行い、地域の母子保健の課題の抽出や、  

鯉診における対応・評価方法や育児支援のあり方の検討を行う等の根拠に基づき  

母子保健を展開するための、基盤となる仕組みの構築が求められる。  

Ⅴ おわりに  
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